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はじめに

この度は、弊社が行ないました診断ご報告会のた
めに皆様の貴重なお時間をいただき誠にありがとう
ございます。

これから○○○○○様の診断結果をご説明いたし
ます。

途中、疑問点などございましたらその都度、何な
りとご質問いただけると幸いでございます。
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３．総括



診断結果



診断結果

2020年〇月○○日に○○○○○様の診断を実施いたしました。

今回は、

1.各エネルギー使用状況（1年分）の確認（電気、水道）

2.空調システムの確認

3.照明装置の確認

4.空調に関して不具合等のヒアリング

5.各部屋の使用状況ヒアリング

を行ないました。



診断結果

上下水道について
表 2019年1月～12月上下水道使用量および請求金額

請求期間 2019年1月~2月 2019年3月~4月 2019年5月~6月 2019年7月~8月 2019年9月~10月 2019年11月~12月

上水使用量[㎥] 40 39 35 39 36 40

下水使用量[㎥] 40 39 35 39 36 40

上水料金 ¥24,030 ¥23,799 ¥22,879 ¥23,799 ¥23,109 ¥24,248

下水料金 ¥4,060 ¥3,942 ¥3,466 ¥3,942 ¥3,585 ¥4,098

上水道単価 ¥213.00 ¥212.98 ¥212.98 ¥212.98 ¥212.98 ¥218.05

基本料金 ¥6,865 ¥6,865 ¥6,865 ¥6,865 ¥6,865 ¥6,865

請求金額 ¥28,090 ¥27,741 ¥26,345 ¥27,741 ¥26,694 ¥28,346
年間請求金額 ¥164,957

世帯人員 使用水量[㎥] CO2排出量[kg]

1人 8.2 1.64

2人 15.9 3.18

3人 20.4 4.08

4人 24.3 4.86

5人 28.5 5.7

6人以上 33.9 6.78

表 一般家庭1か月あたりの平均使用水量

※東京都水道局HPより抜粋

年間CO2排出量[kg] 45.8

水道料金の特色は2か月に1回請求であり、上水使用
量と同量の下水道料金を請求されることにあります。

上水使用量を抑制できれば必然的に下水道料金も抑
制できることになります。

概ね使用量は3人家族の使用量とほぼ同量となって
います。

従業員1名あたり約9,100円/年、約12.7㎥/年、
約2.5kg-CO2/年を使用しています。

※従業員数は18名で計算しています。



診断結果
電気料金の考え方について 再生可能エネルギーの買取りに要する費用は、全国一律の単価により、電気のご使用

量に応じた賦課金※（再生可能エネルギー発電促進賦課金）として、電気をお使いに
なるお客さまにご負担いただいております。
※再生可能エネルギーの導入速度は地域間でばらつきがでる可能性があるため、その
負担を調整するための機関（費用負担調整機関）を設置し、全国一律の単価により各
電力会社等が集めた賦課金を費用負担調整機関がいったん回収した上で、買取費用に
応じて各電力会社等に交付金を交付する仕組みとなっています。

その他季とは、毎年10月1日から翌年の6月30日までの期間をいいます。

契約電力は、当月を含む過去１年間の各月の※最大需要電力のうちで最も大きい値と
なります。ただし、電気使用開始から１年間の各月の契約電力は、電気使用開始月
からその月までの最大需要電力のうち最も大きい値となります。

夏季とは、毎年7月1日から9月30日までの期間をいいます。

※最大需要電力とは、30分ごとの
使用電力量の平均電力

例：
消費電力3kWのエアコンを1時間
使用した場合の電力量は3kWhと
なります。同じエアコンが10台
運転すると1時間で30kWhの電力
消費となりますが、最大需要電力は
30分ごとですので15kWとなります。



診断結果
電気料金の考え方について

2019/6/17

～2019/7/16

契約電力[kW] 26

契約電力単価 ¥1,684.80

使用電力量[kWh]（夏季） 2,159

使用電力量[kWh]（その他季） 1,889

電力量単価（夏季） ¥17.22

電力量単価（その他季） ¥16.08

電力量金額（夏季） ¥37,177.98

電力量金額（その他季） ¥30,375.12

契約電力金額 ¥43,804.80

支払契約電力金額 ¥37,234.08

力率割引率 15.00%

従量電力金額合計 ¥67,553.10

燃料調整額単価 ¥-1.12

燃料調整額 ¥-4,533.76

省エネ発電賦課金単価 ¥2.95

省エネ発電賦課金額 ¥11,941.00

支払金額 ¥112,194.42

過去1年間の最大需要電力です。

契約電力1kWあたりの単価です。

2019年7月1日～7月16日の期間で使用した電力量です。

2019年6月17日～6月30日の期間で使用した電力量です。

夏季1kWhあたりの単価です。

その他季1kWhあたりの単価です。

夏季単価×夏季使用電力量で算出された金額です。

その他季単価×その他季使用電力量で算出された金額です。

契約電力単価×契約電力で算出された金額です。

火力発電で使う燃料の輸入価格は常に変動しているため、その変動分を調
整するために毎月自動的に電気料金に含まれて請求されてくるものです。
「基準燃料価格」（買い付け価格）という燃料費調整額を算定する際の基
準となる単価を設定します。その上で、原油・石炭の貿易統計価格をもと
に「平均燃料価格」という、直近3か月間の平均値を毎月算出します。
「平均燃料価格」と「基準燃料価格」を元にして燃料費調整額が決定され
ます。その月に決定された燃料費調整額は、2か月後の電気代請求時に反
映されます。毎月算定される平均燃料価格(市場での燃料の価格)が、基準
燃料価格(想定していた買い付け価格)を上回る場合はプラス調整、下回る
場合はマイナス調整が行われます。

燃料調整額単価×（夏季使用電力量＋その
他季使用電力量）で算出された金額です。

実際の契約電力の金額に力率割引を加味した金額を支払っています。



診断結果

電気使用について

契約電力が1kW下がり支払金額が減少していますが、2019年10月からの
消費税増税の影響で月の支払金額は1.85%増加しています。

また、省エネ発電賦課金額が増加しています。2020年度以降も注意が必
要となります。



診断結果

電気使用について

1年間の電気料金合計は、約149万円となります。

燃料調整額が少なくなると、150万円を超えてし
まう恐れもあり注意してください。

また、CO2の排出量も約26.5ton、原油換算量も
14.6kℓとなっています。

従業員1名あたりに換算すると、約8.3万円/年、
約1.47t-CO2/年、約0.81kℓ/年となっています。

電力の支払割合は、従量料金で約60%、契約電力料金で約30%、賦課金
で10%となりました。燃料調整額は年間の3%の影響しか与えておりま
せんので、使用量を抑制することが光熱費削減のカギとなります。



ベンチマーク（指標）結果



ベンチマーク（指標）結果

参考資料としまして、東京都環境局がまとめております

“中小規模事業所を対象とした地球温暖化対策報告書制度”の

報告書からデータを抽出し、東京都内の銀行業ならびに

協同組織金融業のCO2排出量原単位のベンチマークを作成いたしました。
※エネルギー原単位とは、延床面積1㎡あたりどのくらいのCO2排出量があるかを算出したものです。

※銀行業は都市銀行様や地方銀行様で都内の本支店営業所などとなります。

※換算係数 電力：0.382[t-CO2/千kWh] 水：0.2[t-CO2/千㎥]

※延床面積を460㎡と仮定しています。



ベンチマーク（指標）結果

全体プロット
元データの数値入力ミスもしくは
数値計算ミスと思われます。

企業からの提出データをそのまま掲載している
だけですので、企業側の入力ミスや計算ミスな
どがある場合があります。

総体的には延床面積が広くなるほど、CO2排出
量は減少します。また、銀行業の企業よりも協
同組織金融業のほうがCO2排出量が少ないこと
が分かります。

理由としては、建築設計や構造、設備が挙げら
れます。空調方式や電気設備が建物の規模が違
うと変わるためです。



ベンチマーク（指標）結果

銀行業プロット

○○○○○様本店のCO2排出量原単位は
47.24[kg/㎡]でした。

銀行業同等程度の延床面積を持つ建物の原単位
よりは少ないことが分かります。

また、銀行業全体の相対曲線よりも少ない状況
です。

ですが、延床面積が大きいにもかかわらず原単
位が本店よりも少ない店舗もあるので、削減の
余地はあると考えます。



ベンチマーク（指標）結果
協同組織金融業プロット

△△△は○○○○○様よりもCO2排出量は少な
く推移しています。同規模の支店でも少なく推
移していますので、省エネに取り組む姿勢を見
せていると思われます。

今後は、法規制が厳しくなることが予想されま
すので今のうちから準備が必要だと思われます。



エネルギー診断総括



省エネルギーメニュー

No. メニュー名 年間抑制金額 投資金額 年間削減CO2排出量[kg]

運-1 電気料金抑制 ¥111,096 ¥0 ０

運-2 最大需要電力抑制 ¥20,000 ¥0 計算できず

運ｰ3 照明点灯時間適正化 ¥500 ¥0 12.5

運ｰ4 空調運用適正化 ¥43,372 ¥0 1019.6

運ｰ5 水道料金維持に対する取り組み ¥0 ¥0 ０

No. メニュー名 年間抑制金額 投資金額 年間削減CO2排出量[kg]

投-1 照明点灯範囲適正化

投ｰ2 空調リモコン位置変更

投ｰ3 空調内部設定変更による消費電力抑制



エネルギー診断総括

今回、○○○○○様本店の調査を行ないトータルで年間約15万円程度のエネルギーコスト
抑制が可能であることが判明いたしました。

また、ベンチマークによって都内銀行業や協同組織金融業の状況から見ても、若干CO2排
出量が多いことが判明しております。

さらに、空調に関する問題点などもお聞かせいただきまして誠にありがとうございました。

CO2排出量の抑制はエネルギーコストの抑制にもつながります。

CO2排出量やエネルギー使用量の見える化を行なう事によって、○○○○○様のお客様へ
のアピールや、経費の削減、地球環境保護（社会貢献）へつなげていただければと思いま
す。

今回は、事前のヒアリング、現場調査時のお立会い、いろいろな資料の開示などご協力い
ただきましてありがとうございました。



最後に

皆様の貴重なお時間をいただきありがとうございました。

エネルギーコストに関する課題を抽出することで現在お持ちの資産の価
値を損なうことなく、エネルギーコストを抑制することができればと考え
ております。

今後、全世界で省エネルギー・CO2排出量の削減が大きな課題となってい
きます。

私が培ってきたノウハウを皆様のお役に立てればと考えております。

ぜひ、エネルギーだけでなく建物の問題も含め、エコロマジックにご用
命いただければと思います。


